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はじめに 
古墳時代前期の甲斐は、これまでの調査研究成果から甲斐天神山古墳（132ｍ）－大丸山古墳

（120ｍ）－甲斐銚子塚古墳（169ｍ）と、大型前方後円墳が３代にわたり築造されていることが

確実となり（図 1）、東日本の中でも卓越した地域であることが明らかになっている。筆者はこれ

まで、その歴史的背景や意義について考え（小林 2019）、さらに倭王権との強力な関係を背景に

した甲斐の「先進性」、「独自性」についても、既に取り上げたところである（小林 2022）。ここ

では、改めてその動向を振り返っておきたい。 

 

1．甲斐銚子塚古墳出土の車輪石 

まず、甲斐銚子塚古墳出土の腕輪形石製品のうち、車輪石について見てみると（図３）、出土し

た 6 点の平面形態はいずれも正円形であるが、斜面の３条に沈線をもつ幅広の凸帯や外端部側面

の沈線（凹線）、断面形など、先学の型式分類に比定できない特徴的なものがあり（図３-５）、以

前から注目されていた（川西 2004）。 

円形車輪石の祖型や型式変化についてはここでは触れないが、この車輪石については、もはや

貝製腕輪を模したとはいえないものであり、筆者がかつて検討したように（小林 2007）、やはり

独自のデザインで製作されたことが考えられる。 

甲斐銚子塚古墳の副葬品には腕輪形石製品のほか、鏡５面（内行花文鏡、三角縁神獣車馬鏡、

三角縁三神三獣鏡、鼉龍鏡、環状乳神獣鏡や鉄製武器（鉄剣、鉄刀）・農工具類（鉄斧、鉇）、

石製玉類など、古くから知られた資料が豊富にある。鏡は東国の前期古墳の中でも出土量が多く、

倭王権との関係を示す重要な資料である一方、最近では水晶製勾玉５点の副葬に象徴されるよう

に、甲斐産の水晶が古墳時代前期に東日本各地へ供給され、玉類が製作されていることが確認さ

れており（一之瀬・金井 2021）、倭王権からの配布や下賜ではないことがここでも注目される。 

 

2．大丸山古墳出土の手斧・短甲 

甲斐銚子塚古墳に先行して築造された大丸山古墳は、「二重構造の特異な埋葬施設」を持ち、

甲斐銚子塚古墳とともに古くから学界で知られている前方後円墳である。果たして「二重構造」

かどうかは、今後の発掘調査に委ねられているが、副葬品は鏡３面をはじめ武器・武具・鉄製農

工具が豊富で、甲斐銚子塚古墳とは異なった埋葬内容であり、これらについても石枕とセットに

なった花崗岩製の組合式石棺や鉄製柄付手斧（図４-７）は、渡来系の工人によってもたらされ

た技術や製品であることが指摘されていた（川西 2004）。 

河野正訓氏は鉄製柄付手斧（鉄柄斧）の型式学的検討を行い、先行研究（宮澤 1989）などを踏

まえた上で、相次いで築造された大型前方後円墳や塩部遺跡での馬の存在など（村石 1996）、甲

斐の古墳時代前期の先進的な動向からも大丸山古墳の手斧は加耶との交流を背景に、甲府盆地で

生産された可能性があるとする研究成果を発表している（河野 2021）。竪矧板皮綴短甲（図４-

８）についても同様の生産体制を想定しており、これは甲斐銚子塚古墳出土の車輪石の動向とも

オーバーラップするものである。 
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３．甲斐の先進性 

甲斐銚子塚古墳の発掘調査では、筆者が「甲斐銚子塚型祭祀具」と呼ぶ円板形木製品（図 2）

と幡状木製品（図 3）など、多くの木製品が出土している（小林 2018）。これらは甲斐銚子塚古

墳以外に出土例はなく、畿内の古墳出土品とは型式的にも繋がらず、系譜関係が説明できないも

のであり、この古墳の被葬者が独自に創案したものと評価されている（坂 200・2007、鈴木 2011）。

言い換えれば、これらは東国の前期古墳における先進的な祭祀具であり、被葬者の威儀が強く反

映されたものである。 

繰り返しになるが、古墳時代前期の甲斐に大型前方後円墳が相次いで営まれたのは、甲府盆地

が原東海道と原東山道をつなぐ交通の要衝であり、倭王権が東海地方、中部山岳地帯、さらに関

東を結ぶ物流の拠点として機能していた甲斐の役割を重視し、当該地域との関係を強化したこと

にほかならない。 

このような背景の下で 3 代の王は、石製品や鉄製品、馬など様々な先進的な文物を入手する一

方、独自の製作を行い、水晶などの東日本各地への供給を掌握していたことが考えられる。 

 

おわりに 
これらの研究成果は、従来の定説的な見解に再考を促すものであるが、古墳時代前期の甲斐で

は、「物流の王」たちが倭王権との強固な関係を背景に、「先進性」、「独自性」を推し進めて

いったことが考えられる。そして、交通路を介した甲斐の地域社会は中期以降、多様に変化して

いく。 
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図２ 中道古墳群の前期古墳 

（小林 2019 「甲府盆地から見たヤマト（５）－中道古墳群の歴史的意義－」『研究紀要』35 より） 
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